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- 18 - 
ッパ評議会閣僚委員会採択、１９８８年発効）第１１条にも見られるように、地方自治保障
の国際水準を示すひとつの指標ともなっている。従って、ドイツにとどまらず、様々な国の
当該法制を比較検討することにより、法理論的にも一層豊かな示唆を得ることができるので
はないかと思われるが、本論文は「現代ドイツ」の研究にとどまっている。さらに、③第１
部の冒頭に置かれている第１章は、第２部（第６章・第７章）にとっても「序説」的な意味
を有するものであること、また、「地方自治体憲法異議制度」が第４章に配されているが、他
の章との関連において、そのような位置づけの意味が必ずしも明確ではないことから、論文
構成についてもなお工夫の余地があるように思われる。 
 このように、本論文についても、足らざる点を指摘できるのであるが、③は直接に本論文
の内容の正否に関係するものではないし、①と②で指摘した歴史的・比較法的研究の欠如・
不足も本論文の内在的欠点とはいえず、むしろ、研究を更に発展させていくための今後の課
題というべきものであり、直ちに本論文の評価に影響を及ぼすものではない。むしろ、本論
文は、「現代」の「ドイツ」に焦点をしぼった深掘りの考察を果敢に試みることによって、地
方自治体の自治権侵害に対する司法的救済のあり方をめぐるわが国の論議にも資するところ
大であり、その理論水準を押し上げることに大きく貢献することが期待できる研究である、
と評することができる。 
以上により、本論文を、博士（法学）の学位を授与するに値するものと認める。 
